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 松源寺通信 第 2 号　 平成 26 年（2014 年）皐月

みなさまのお知恵とお力を合わ
せていただき　この佳きめぐり
あわせを寿ぎましょう

永松だより
　
曹
洞
宗
大
蔵
山
松
源
寺
第
三
十
四
代
の
ご
住
職
で
あ
っ
た

東
海
孝
善
老
師
は
、
三
月
二
十
日
午
前
八
時
に
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
度
は
、
密
葬
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
葬

は
六
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
密
葬
逮
夜
（
通
夜
）
前
夜
ま
で
、
永
松
閣
（
庫
裏
二
階
）

三
月
二
十
四
日
午
後
四
時
か
ら
、
密
葬
逮
夜
が
本
堂
に
て
、

導
師
鉤
取
寺
東
堂
老
師
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
夕
日

影
が
差
し
込
む
な
か
、
導
師
の
入
場
か
ら
、
式
次
に
の
っ
と

に
祭
壇
が
設
え
ら

れ
、
涅
槃
図
に
見

守
ら
れ
る
よ
う

に
、
ご
遺
体
が
安

置
さ
れ
ま
し
た
。

り
儀
式
は
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
参
列
者
全
員
が
ご
焼
香
、

現
住
職
の
御
礼
挨
拶
、
導
師
の
退
場
ま
で
、
滞
り
な
く
閉
式

を
迎
え
ま
し
た
。
三
月
二
十
五
日
午
前
一
〇
時
か
ら
、
密
葬

が
本
堂
に
て
、
導
師
御
本
寺
北
山
輪
王
寺
大
方
丈
に
よ
り
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
清
浄
な
本
堂
に
五
〇
名
に
上
る
僧
侶
の

皆
様
、
お
檀
家
の
皆
様
、
ご
近
隣
の
皆
様
、
総
勢
一
〇
〇
名

を
数
え
る
方
々
が
集
い
ま
し
た
。
ご
導
師
に
よ
り
、
悲
し
み

の
う
ち
に
も
荘
厳
な
雰
囲
気
に
満
ち
た
儀
式
は
滞
り
な
く
執

り
行
わ
れ
、
閉
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　
閉
式
後
、
出
棺
の
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
参
列
さ
れ

た
皆
様
が
、こ
も
ご
も
花
を
御
棺
に
敷
き
詰
め
て
ゆ
き
ま
す
。

最
後
の
お
別
れ
の
言
葉
を
掛
け
な
が
ら
手
を
合
わ
せ
ま
す
。

出
棺
の
準
備
が
終
わ
り
霊
柩
車
に
収
め
ら
れ
、
山
門
を
出
て

ゆ
か
れ
ま
し
た
。

　
孝
善
老
師
は
、
昭
和
十
二
年
三
月
十
八
日
に
、
こ
の
松
源

　
本
葬
の
ご
案
内

　「
松
源
寺
三
十
四
世
智
貫

孝
善
大
和
尚
」
東
海
孝
善
老

師
の
本
葬
は
百
カ
日
（
卒
哭

忌
）
に
合
わ
せ
、
次
の
日
程

で
執
り
行
い
ま
す
。
松
源
寺

を
四
〇
年
以
上
の
長
き
に
わ

た
っ
て
守
り
続
け
て
き
た
前

住
職
に
対
し
て
報
恩
の
誠
を

捧
げ
て
い
た
だ
き
た
く
、
多

く
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
ご
参

列
賜
り
ま
す
よ
う
左
記
に
日

程
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

本
葬
　

　
平
成
26
年
6
月
27
日（
金
）

式
場
　
松
源
寺
本
堂

　
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
、

改
め
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

　
本
葬
ま
で
の
法
要
日

初
七
日
忌
（
初
願
忌
）　
3
月
26
日

二
七
日
忌
（
以
芳
忌
）　
4
月
2
日

三
七
日
忌
（
洒
水
忌
）　
4
月
9
日

四
七
日
忌
（
阿
経
忌
）　
4
月
16
日

五
七
日
忌
（
小
練
忌
）　
4
月
23
日

六
七
日
忌
（
壇
弘
忌
）　
4
月
30
日

七
七
日
忌
（
大
練
忌
）　
5
月
7
日

永松閣　涅槃図に見守られる祭壇

密葬逮夜　導師鉤取寺東堂老師

密葬　導師御本寺輪王寺大方丈

　（
2
面
に
続
く
）

寺
に
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
松
し
ょ
う

源げ
ん

寺じ

三さ
ん

十じ
ゅ
う

四し

世せ

智ち

貫か
ん

孝こ
う

善ぜ
ん

大だ
い

和お

尚し
ょ
う

遷せ
ん

化げ

東海孝善老師



(2)

　
昭
和
二
十
四
年
二
月
十
五
日
に
得
度
さ
れ
、
僧
籍
に
入
ら

れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
四
年
三
月
六
日
か
ら
平
成
二
十
二
年

四
月
一
日
ま
で
、
四
〇
年
を
超
え
て
松
源
寺
第
三
十
四
代
住

職
を
務
め
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
緋
恩
衣
許
可
。
平
成

十
一
年
四
月
五
日
に
黄
恩
衣
許
可
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
一

年
三
月
二
日
に
、住
職
勤
続
四
〇
年
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
積
極
的
に
社
会
活
動
に
参
画
し
、
土
樋
町
内
会
の

お
世
話
役
、
仙
台
地
区
保
護
司
会
理
事
、
荒
町
地
区
児
童
福

祉
協
議
会
会
長
な
ど
、
数
々
の
社
会
活
動
の
要
職
を
務
め
、

そ
の
社
会
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
厚
生
大
臣
か
ら
一
回
、
法
務

大
臣
か
ら
二
回
の
、
合
計
三
回
の
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。
六
五
歳
の
折
に
大
病
を
患
い
、
長
い
闘
病
生
活
を
す
ご

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
七
七
歳
の
ご
生
涯
で
し
た
。

　
二
〇
二
一
年
（
平
成
三
十
三
年
）
の
松
源
寺
開
創
五
〇
〇

年
ま
で
に
『
松
源
寺
縁
起
』
と
し
て
、
故
事
来
歴
や
御
縁
の

あ
る
人
々
を
探
し
訪
ね
て
。
さ
て
今
回
は
結
城
義
親
で
す
。

ど
の
よ
う
な
方
な
の
で
し
ょ
う
か
。

■
結
城
義
親
　
白
河
城
主
の
最
後
が
、
こ
の
義
親
で
あ
る
。

不
説
齊
入
道
と
も
い
っ
た
。
小
田
原
の
北
条
氏
康
、
越
後
の

上
杉
謙
信
、
会
津
の
葦
名
盛
氏
、
米
沢
の
伊
達
正
宗
な
ど
と

の
間
に
、
時
に
交
わ
り
、
時
に
戦
い
、
あ
る
い
は
同
盟
し
敵

対
し
て
、
戦
国
末
期
を
生
き
伸
び
た
。
天
正
十
六
年

（
一
五
八
八
）
五
月
、
仙
道
諸
将
と
同
盟
し
て
伊
達
正
宗
と

人
取
橋
に
戦
っ
た
が
敗
れ
た
。
翌
十
七
年
に
は
伊
達
正
宗
と

誓
詞
を
交
換
し
て
和
し
た
。
豊
臣
秀
吉
か
ら
も
内
書
を
送
ら

れ
て
い
た
が
、
つ
い
に
小
田
原
不
参
の
罪
を
問
わ
れ
、
天
正

十
八
年
（
一
五
九
〇
）、
大
崎
・

西
氏
ら
と
と
も
に
領
地

没
収
の
憂
き
目
に
あ
い
、白
河
城
を
明
け
渡
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
、
家
臣
中
嶋
兵
庫
は
、
他
の
諸
侯
は
自
分
で
出
向
い

て
機
嫌
伺
を
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
も
し
主
君
が
行
け
な

い
な
ら
、
自
分
が
名
代
に
な
っ
て
行
く
と
ま
で
言
っ
た
が
、

こ
れ
も
実
現
せ
ず
、つ
い
に
領
地
を
没
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
時
、
城
外
の
金
勝
寺
に
移
り
、
謹
慎
の
意
を
表
し
た
が
、

領
土
の
返
さ
れ
る
様
子
も
な
い
の
で
、
那
須
の
湯
元
温
泉
等

に
立
退
い
た
。
そ
の
後
会
津
に
流
浪
し
て
一
一
年
、
慶
長
六

年
（
一
六
〇
一
）、
先
の
盟
約
（
天
正
十
七
年
七
月
二
十
六

日
伊
達
正
宗
の
血
誓
の
證
文
）
に
よ
っ
て
、
片
倉
小
十
郎
影

綱
を
使
者
と
し
て
仙
台
に
迎
え
ら
れ
、
伊
達
氏
の
客
分
と
な

り
、
三
五
〇
石
（
百
人
扶
持
）
と
屋
敷
を
土
樋
に
賜
っ
て
居

住
し
た
。
こ
の
義
親
一
代
は
客
分
と
し
て
待
遇
さ
れ
、
寛
永

三
年
（
一
六
二
六
）
二
月
二
十
六
日
、
八
六
歳
で
、
そ
の
数

奇
な
一
生
を
閉
じ
た
。
遺
骸
は
荼
毘
に
付
し
て
、
高
野
山
清

浄
心
院
に
葬
り
、
位
牌
は
土
樋
松
源
寺
に
あ
る
。（『
一
迫
町

史
』　
昭
和
五
十
一
年
九
月
発
行
）�

〈
第
3
号
に
続
く
〉

出棺　位牌を持つ現住職

出棺　多くの手に支えられて

出棺　山門を出る

松
源
寺
の
御
縁

探さ
が
し
訪た
ず

ね
て

第2回

5
月
10
日
　
永
松
会
総
会

6
月
30
日
　
第
一
教
区
護
持
会
研
修
会

8
月
13
日
～
15
日
　
盂
蘭
盆
会

8
月
14
日
　
大
施
食
会

　
8
月
ま
で
の
行
持

　
お
檀
家
の
皆
様
か
ら
、
孝
善
老
師
を
偲
ぶ
次
の
よ
う
な
言

葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
人
の
心
の
機
微
を
よ
く
心
得
、
人
の

話
を
よ
く
聞
い
て
く
だ
さ
り
、
悩
み
や
相
談
に
も
気
さ
く
に

応
じ
て
く
だ
さ
る
か
た
で
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
み
ん
な

を
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ
る
優
し
い
方
で
し
た
。

　
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

9
月
20
日
～
26
日
　
秋
彼
岸

9
月
26
日
　��

第
一
教
区
萬
燈
会
法
要
　

圓
福
寺
（
石
名
坂
）

未
定
　
　
　
松
源
寺
研
修
旅
行
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お
釈
迦
様
の
ご
命
日
で
あ
る
涅
槃
会
の
日
に
は
、
全
国
各

地
の
寺
院
で
お
釈
迦
様
の
最
後
の
様
子
を
描
い
た「
涅
槃
図
」

を
か
け
て
、
そ
の
ご
遺
徳
を
し
の
ぶ
法
要
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
、
松
源
寺
で
は
二
月
一
日
に
涅
槃
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
お
檀
家
の
有
志
の
皆
様
が
参
列
し
、
ご
法
要
と

ご
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
源
寺
の
「
涅
槃
図
」
は
、
嘉

永
四
年
二
月
（
一
八
五
一
年
三
月
）
に
、
大
町
二
丁
目
伊
勢

屋
惣
五
良
か
ら
第
二
十
四
世
東
倫
代
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

　
釈
し
ゃ
く

尊そ
ん

涅ね

槃は
ん

会え

　
2
月
15
日

す
。
お
釈
迦
様
は
、
い
よ
い
よ
自
分
の
死
が
近
い
こ
と
を
察

し
、「
私
の
亡
き
あ
と
は
、
自
分
自
身
を
よ
り
所
と
し
て
、

ま
た
私
が
伝
え
た
教
え
を
、闇
を
照
ら
す
と
も
し
び
と
し
て
、

歩
ん
で
ゆ
き
な
さ
い
」
と
弟
子
た
ち
に
説
か
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
松
源
寺
の
「
涅
槃
図
」
は
、
ど
な
た
で
も
ご
参
拝

で
き
ま
す
の
で
、
来
年
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

涅槃会ご法要

涅槃会ご供養

降誕会ご供養

六地蔵菩薩ご供養

涅槃図

降誕図

　
四
月
八
日
は
、
お
釈
迦
様
の
お
誕
生
を
お
祝
い
す
る
日
で

す
。
お
釈
迦
様
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
二
五
〇
〇
年
前
に
、
イ

　
編
集
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
松
源
寺
開
創
五
〇
〇
年
へ
向
け
て
、
松
源
寺
は
様
々
な
取

り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
「
永
松
だ
よ
り
」
も
そ
の

活
動
の
一
つ
で
す
。
以
下
三
点
に
つ
い
て
、
ご
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

● 「
め
で
た
し
」　
ご
家
族
ご
親
族
の
慶
事
を
お
寄
せ
下
さ

い
。「
永
松
だ
よ
り
」
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。
入
学
、

進
学
、
昇
進
、
結
婚
、
授
章
、
そ
の
他
諸
々
の
喜
び
ご
と

な
ど
。

●�「
私
は
思
う
」　
日
常
生
活
の
中
に
生
ま
れ
る
、
身
近
な
悲

喜
こ
も
ご
も
か
ら
思
う
こ
と
を
、
四
〇
〇
字
以
内
で
お
寄

せ
下
さ
い
。

●�「
探
し
訪
ね
て
　
松
源
寺
の
御
縁
」　
松
源
寺
に
つ
い
て
ご

存
知
の
事
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
話
し
し
た
い
け
ど
文

章
を
書
く
の
は
ち
ょ
っ
と
、
と
い
う
方
は
お
話
を
聞
き
に

伺
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

ン
ド
国
境
に
近
い
ネ
パ
ー
ル

の
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
花
園
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
為
に
、

お
釈
迦
様
の
誕
生
日
の
お
祝

い
を
「
花
ま
つ
り
」
と
い
い

ま
す
。
こ
の
四
月
八
日
、
松

源
寺
本
堂
に
、
婦
人
会
の
皆

様
が
三
〇
名
ほ
ど
参
列
し
、

花
祭
り
と
、
三
十
四
世
孝
善
和
尚
三
七
日
の
ご
供
養
を
行
い

ま
し
た
。
般
若
心
経
を
唱
え
て
、
誕
生
図
の
前
で
お
釈
迦
様

に
手
を
合
わ
せ
、孝
善
和
尚
の
祭
壇
に
ご
焼
香
を
し
ま
し
た
。

誕
生
図
は
、
平
成
十
八
年
に
松
源
寺
寺
族
で
あ
る
東
海
悠
子

氏
に
よ
り
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。
六
地
蔵
菩
薩
ご
供
養
は
外
に

出
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
紅
梅
に
、
う
ぐ
い
す
が
三
羽
四

羽
と
た
わ
む
れ
る
穏
や
か
な
春
の
一
日
で
し
た
。

　
釈
し
ゃ
く

尊そ
ん

降ご
う

誕た
ん

会え

　
4
月
8
日



松源寺 検索松源寺のホームページをご覧ください http://shougenji.jp/

蕃山房 検索 http://banzanbou.com/蕃山房のホームページをご覧ください

第
3
号
は
10
月
発
行
予
定
で
す

＊
禅
の
小
窓
2 

＊ 

涅ね

槃は

ん

寂じ
ゃ
く

静じ
ょ
う

＊
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　「
三
・
一
一
を
忘
れ
な
い�
祈
り
の
集
い
」
が
二
〇
一
四
年

三
月
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
、
松
源
寺
に
お
い
て
催
さ
れ
ま

し
た
。「
東
日
本
大
震
災
三
周
年
追
善
供
養
」
と
「『
三
・

一
一
慟
哭
の
記
録�

七
一
人
が
体
感
し
た
大
津
波
・
原
発
・

巨
大
地
震
』（
新
曜
社
）
を
読
む
」
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
日
常
を
取
り
戻
し
た
皆
様
と
未
だ
不
便
な
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
を
繋
ぎ
た
い
と
願
い
、
さ
ら
に
、
生

活
と
防
災
な
ど
、
こ
の
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
も
う
一
度

考
え
る
機
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五
〇
名
ほ
ど
の
参

加
者
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
八
〇
名
を
超
え
る
皆
様
の

ご
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
追
善
供
養
は
松
源
寺
本
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
海
泰
典

住
職
が
挨
拶
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
と
、
関

連
し
て
急
逝
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
一
周
忌
法
要
、
三
回
忌

法
要
と
供
養
を
行
っ
て
き
た
こ
と
。
お
檀
家
の
中
に
犠
牲
者

は
な
か
っ
た
が
、
親
族
・
友
人
・
知
人
へ
の
ご
供
養
ご
焼
香

の
場
を
提
供
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
。
今
年
は
、
犠
牲
者
を

悼
み
、
復
興
の
ま
ま
な
ら
ぬ
中
で
不
便
な
不
安
な
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
皆
様
に
思
い
を
は
せ
、
大
震
災
を
忘
れ
な
い

気
持
ち
と
、
防
災
を
意
識
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
と
思
っ
た

こ
と
、
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
住
職
と
石
塚
哲
英
（
東

光
寺
）
住
職
に
よ
り
、
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
般
若

心
経
に
続
い
て
、
観
音
経
が
唱
え
ら
れ
る
中
、
参
列
者
の
ご

焼
香
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
も
ご
も
手
を
合
わ
せ
る
皆
様
の

祈
り
が
本
堂
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　
朗
読
会
は
、
松
源
寺
永
松
閣
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
朗
読
は

柴
山
光
由
（
元
仙
台
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
さ
ん
、
演
奏
は

西
田
香
（
フ
ル
ー
ト
奏
者
）
さ
ん
で
す
。
こ
の
度
は
、
柴
山

さ
ん
が
体
調
を
崩
し
、
ご
住
職
と
柴
山
さ
ん
が
相
談
し
て
、

朗
読
を
録
画
し
て
会
場
で
上
映
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
本
書
の
編
著
者
で
あ
る
金
菱
清
（
東
北
学
院
大
学

准
教
授
）
先
生
も
み
え
ま
し
た
。
柴
山
さ
ん
の
朗
読
と
西
田

さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
の
音
色
が
作
品
世
界
を
鮮
烈
に
再
現
し
、

参
加
者
の
心
を
打
ち
ま
し
た
。
朗
読
さ
れ
た
作
品
は
、
宮
城

県
南
三
陸
町
で
の
大
津
波
体
験
談
で
あ
る
「
大
津
波
バ
バ
の

へ
そ
く
り
泥
の
中
」
と
、
福
島
県
大
熊
町
で
の
原
発
事
故
の

体
験
談
で
あ
る
「
生
ま
れ
た
時
か
ら
原
発
が
あ
っ
た
」
で
す
。

西
田
さ
ん
の
最
後
の
演
奏
「
花
は
咲
く
」
が
始
ま
る
と
、
会

場
か
ら
自
然
に
声
が
起
こ
り
、
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し

い
リ
ポ
ー
ト
は
蕃
山
房
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
催
し
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
松
源
寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
そ
の
動
画
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

追善供養　住職挨拶

朗読会全景

西田さんと柴山さん

東
日
本
大
震
災
三
周
年
追
善
供
養

被
災
者
の
声
が
よ
み
が
え
る
朗
読
会
を
開
催

を
忘
れ
な
い 

祈
り
の
集
い
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71
人
が
体
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す
よ
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